
大津市文化遺産活用地域活性化事業
【計画の改善時期】
　　平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

30 年度

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

滋賀県大津市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業については、大津市が全体計画の企画、調整、事業の指導を行う。
　　教育委員会文化財保護課：文化財に関する情報の提供等
　　産業観光部観光振興課：観光業務に関する連携
また、補助事業は次の団体が実施する。
　　大津市浜大津・石山地区文化遺産活用実行委員会
　　構成団体（石山観光協会、大津市教育委員会文化財保護課、京阪電気鉄道、成安造形大学　近江学研究所、
　　　　　　　総本山園城寺、大本山石山寺、浜大津観光協会、びわ湖大津観光協会、琵琶湖汽船）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

大津市総合計画（平成29年度策定）及び大津市都市計画マスタープラン（平成29年度策定）、大津市第２期観光交
流基本計画（平成29年度策定）を踏まえ、地域の文化遺産の次世代への継承・発展や、文化遺産を活用して地域活
性化を推進するため、以下の取組みを実施する。また、計画期間中、以下の取組みを通じて、行政と民間団体によ
る連携・協力体制の確立を目指す。

地域文化遺産活性化

平成 28 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

国指定文化財の件数で、京都市・奈良市に次いで全国第３位をほこる大津市にとって、園城寺と石山寺は、坂本地
区の世界文化遺産比叡山延暦寺・日吉大社・西教寺とならぶ文化・観光スポットである。坂本駅を北の基点として
大津市の中心部を縦断する京阪電車石坂線は、三井寺駅（園城寺最寄駅）を経て終点の石山寺駅（石山寺最寄駅）
に到着する。この路線沿いの文化財の宝庫の２寺が協力して文化遺産を活用した事業を進めることで、両寺は勿
論、沿線の観光スポットにも観光客を呼び込むことができる。

「歴史文化基本構想」の策定に向けて、平成２７・２８年度の２カ年で文化遺産のリスト及びマッピングを実施し
（市の単独予算）、平成２９～３１年度の３カ年で、国庫補助事業により歴史文化基本構想の策定を目指す。引き
続き、平成３２年度に「歴史的風致維持向上計画」の認定を申請する予定である。

地方公共団体
担当部局課

大津市教育委員会文化財保護課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成29年度交付決定額： 24,234 千円 平成30年度申請額： 12,120 千円

様式１－１



6,941 千人平成 30 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 27 年度 【目標値】6,832 千人

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
石山寺と園城寺及び両者を結ぶ京阪電車周辺の浜大
津・膳所・石山・南郷地区の観光客の入りこみ数

関連事業: 事業①②

過去３か年の平均伸び率から、年0.8％増を目標とする。

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

設定根拠１：

552% 605%

年度

千人 千人 7,434 千人 7,491 千人 千人 千人

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①：
域内の文化遺産を網羅するコンテンツ制作発信
事業

実施団体：
大津市浜大津・坂本地区文化遺産活用実
行委員会

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
①ポータルサイト「びわ湖大津歴史百科」の閲覧数(PV)、②アプリ「びわ湖大津歴史百科」ダ
ウンロード数(DL)

目標値：

～ 平成 30 年度

事業概要：
大津市浜大津・石山地区の文化遺産を身近に感じてもらう機会を提供し、観光客を含めた人々
の周遊性の向上に寄与することを目的に、多言語での情報発信コンテンツを作成、発信。今年
度はこれに加え、該当地域に伝わる文化遺産を紹介するための冊子を作成。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 28 年度

【現状値】 平成 28 年度 ①1,000　②100 PV、DL 【目標値】 平成

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 30 年度

PV、DL

①0％　②0％ ①162％　②650％

PV、DL ①5,867②2,700 PV、DL PV、DLPV、DL PV、DL ①1,000②100

事業②：

30 年度 ①4,000　②500 PV、DL

30 年度 平成 31 年度28 年度 平成 29 年度 平成

域内の文化遺産を再発見するための普及啓発事
業

実施団体：
大津市浜大津・坂本地区文化遺産活用実
行委員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

⇒

当該地域に伝わる文化遺産の普及啓発を目的とした、年間４回のワークショップを実施。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： facebook「びわ湖大津歴史百科」の「いいね」の数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 100 回 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 500 回

事業概要：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

回 回 100 回 136 回 回 回

0% 9%

様式１－１別紙②


